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「気鋭の会」とは･･･

伊東市内の20代か
ら40代までの若手
経営者・後継者・企
業からの出向者が
｢経済人としての資
質向上｣を図り､｢企
業と地域経済の健全
な発展｣及び｢商工
会議所活動の一翼を
担う｣という趣旨の
もとに集い設立され
ました。

お問合せ
伊東商工会議所 青年部
｢気鋭の会｣事務局

℡：0557-37-2500
(担当:鶴田)

会員募集中！

あなたも

で
共に経営を学びませんか !

入会金は です。
年会費 24,000円

※年度途中に入会した場
合は月割りとなります。

ホームページ・フェイスブック
開設しています。

で検索下さい。
http://www.ito-cci.or.jp/seinenbu/

伊東商工会議所青年部･気鋭の会

青年部「気鋭の会」
平成20.7.15 設立

会員数 54名
(令和4.11.1現在)

伊東商工会議所 青年部 「気鋭の会」 会報 2022年12月号（１）

第
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Ｐ
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【
育
成
委
員
会
】

本
年
度
の
Ｂ
Ｉ
Ｐ
は
、
昨
年
度
ま
で
と
は
異
な
り
、
自
分

た
ち
で
考
え
た
商
品
を
企
業
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
一

緒
に
商
品
を
作
り
上
げ
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈参
加
す
る
３
チ
ー
ム
〉

①
伊
豆
カ
レ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

（西
小
６
年
生
）

②
チ
ア
フ
ル
ス
マ
イ
ル
伊
東

（西
小
５
年
生
）

③
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（ア
イ
テ
ィ
ー
オ
ー
）
（池
小
５
・６
年
生
）

第
1
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
を
７
月
10
日(

日)

に
開
催
し
、

石
井
幸
太
郎
会
長
の
挨
拶
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｐ
の

楽
し
さ
や
仲
間
と
の
絆
、
繋
が
り
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し

た
。
１
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「気
鋭
の
会
」の
メ
バ
ー
か

ら
仕
事
や
お
金
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
続
い
て
各
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て
き
た
商
品
の
中
で
実
際

に
作
成
す
る
も
の
を
一
つ
に
絞
る

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

２
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
７
月

31
日(

日)

に
開
催
し
、
「気
鋭
の

会
」
メ
ン
バ
ー
が
商
売
に
つ
い
て

の
話
し
が
あ
り
、
協
力
頂
く
企
業

の
方
か
ら
商
品
を
販
売
す
る
上
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
商
品
名

の
決
め
方
、
新
商
品
作
り
で
の
失

敗
談
を
伺
い
、
子
ど
も
た
ち
も
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
企
業
の
方
を

交
え
て
、
商
品
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め

の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

〈
今
回
ご
協
力
頂
く
３
社
を
ご
紹
介
〉

①
ご
は
ん
酒
菜
そ
の
に

代
表

太
田
真
矢

氏

②
（
株
）
い
っ
し
ん

代
表
取
締
役

青
木

優

氏

③
（
株
）
い
と
う
白
子

工
場
部
長

佐
藤
保
志

氏

第
３
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月
21

日(

日)

に
開
催

し
、
各
チ
ー
ム
が
自
分
た
ち
が
作
り
た
い
商
品
の
ア

イ
デ
ア
を
完
成
形
ま
で
高
め
、
企
業
の
方
に
作
っ
て

頂
く
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
緊
張
感
の
中
に
も
、
自
分
た
ち

で
考
え
た
商
品
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
が
伝
わ
る

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
30

日
（
火
）

伊
東
商
工
会
議
所
に
て
、
８
月
定
例
会
「
気
鋭
の
会
」

“
終
活
セ
ミ
ナ
ー
“
を
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ズ
ー
ム
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
終
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
気
鋭
の

会
」
メ
ン
バ
ー
か
ら
終
活
に
携
わ
る
３
名
を
講
師
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
会
員
に
向
け
話

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

「
生
前
整
理
の
す
す
め
」

（
株
）
か
ん
ど
う
サ
ー
ビ
ス

取
締
役

遺
品
整
理
士

上
原

寛

氏

「
揉
め
る
相
続
と
揉
め
な
い
相
続(

遺
産
分
割
協
議)

」

伊
東
つ
ば
き
法
律
事
務
所

弁
護
士

田
中

博
文

氏

「
親
の
代
で
完
結
さ
せ
る
相
続
（
相
続
税
対
策
）
」

矢
崎
税
理
士
事
務
所

事
務
長

大
須
賀

隆
司

氏

３
名
の
話
を
聞
い
て
、
共
通
し
て

大
切
に
感
じ
た
点
は
、
残
さ
れ
た
遺

族
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
遺
言

書
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、
財
産

目
録
と
い
っ
た
形
に
残
る
も
の
で
自

分
の
生
き
た
証
し
を
書
き
留
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
、
非
常
に

参
考
と
な
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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〔
成
蹊
大
学
法
学
部

北
川
徹
ゼ
ミ
〕

起
業
家
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

県
連
事
業
へ
参
加

新
入
会
員
紹
介

氏
名

杉
村

大
樹

君

事
業
所
名

杉
村
労
務
管
理
事
務
所

【
新
入
会
員
よ
り
】

面
白
い
と
は
か
け
離
れ
た

真
面
目
だ
け
が
取
り
柄
の

人
間
で
す
。

一
日
も
早
く
仲
間
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

伊
東
商
業
高
校
で
の
職
業
講
話

〔
自
主
研
修
会
〕

資
産
運
用
の
基
礎
知
識

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
お
金
の
話
」

９
月
14

日
（
水
）

当
会
の
基
幹
事
業
で
あ
る
「
伊
東
こ
ど
も
ビ
ジ
ネ

ス
体
験
塾
（
Ｂ
Ｉ
Ｐ
）
」
に
共
感
頂
い
た
成
蹊
大
学

法
学
部
の
北
川
徹
教
授
よ
り
お
招
き
頂
き
、
有
志
メ

ン
バ
ー
が
ゼ
ミ
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

北
川
ゼ
ミ
は
「
起
業
家
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
行
っ
て
お
り
、
参
加
メ

ン

ン
バ
ー
は
、
実
際
に
学
生
が
作
成
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
対
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
や
質
問
な
ど
し
ま
し
た
。

大
学
生
と
の
交
流
機
会
は
、
初
め

め
て
で
し
た
が
、
闊
達
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
来
年
以
降
も
交
流
が
続
け
ば
、
地

域
の
経
済
効
果
創
出
と
相
互
の
研
鑽
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
10

日
（
土
）

令
和
４
年
度
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
第

３
回
役
員
会
、
第
50

回
通
常
総
会
、
第
１
回
若
手
後

継
者
等
育
成
事
業
研
修
会
、
情
報
交
換
会
が
、
み
し
ま

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
営
改
善
や
新

規
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
三
島
で
事
業
を

営
む
企
業
者
（
家
）
が
講
師
と
な
り
、

話
を
伺
い
ま
し
た
。
会
場
が
、
み
し

ま
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
三
島
商
工
会
議

所
、
企
業
訪
問
と
３
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
お
り
、
各
会
場
に
て
講
話
を
聞

く

く
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
形
式
で
し

た
。
「
気
鋭
の
会
」
か
ら
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
は
、
み
し
ま
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
の
講
話
に
参
加
し
、
新
規
事
業

へ
の
ト
ラ
イ
や
今
後
の
展
望
を
聞
き
、

い

良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

９
月
29

日
（
木
）

会
員
間
の
学
び
の
場
と
し
て
自
主
研
修
会
を
、
講
師

に
会
員
の
染
矢
耕
一
郎
君
（
（
株
）
ラ
イ
フ
コ
ン
パ
ス

代
表
取
締
役
）
に
行
っ
て
も
ら
い
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
お
金
の

話
～
じ
ぶ
ん
年
金
を
作
っ
て
快
適
な
老
後
を
～
」
と
題

し
て
、
資
産
運
用
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
資
産
運

用
に
は
長
期
、
積
立
、
分
散
の
方
法
が
あ
り
、
ま
ず
は

何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
か
、
自
分
の
年
齢
や
収
入
か
ら
、

老
後
の
ゆ
と
り
資
金
が
ど
の
程
度
必
要
か
を
考
え
、
し

っ
か
り
と
資
産
運
用
の
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
と
投
機
の
違
い
も
丁
寧
に
解
説
し
て
も
ら

い
、
今
ま
で
投
資
は
、
資
金
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
う
憂
慮
が
あ
り
ま
し
た
が
、
貯
蓄
を
増
や
す
た
め

に
、
お
金
に
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て

学
び
ま
し
た
。

将
来
の
お
金
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
少
し
で

も
早
く
資
産
の
運
用
に
着
手
し
た
方
が
良
い
と
感
じ
ま

し
た
。

９
月
28

日
（
水
）

静
岡
県
立
伊
東
商
業
高
等
学
校
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

授
業
の
講
師
と
し
て
「
気
鋭
の

会
」
メ
ン
バ
ー
で
観
光
に
携
わ

」

る
３
名
が
参
加
し
、
「
観
光
の

現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
、
３
社
の
現
状

や
取
り
組
み
、
課
題
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

〈
今
回
の
協
力
会
員
企
業
〉

①
有
限
会
社

麦

加
藤
大
海

君

②
株
式
会
社

い
と
う
白
子

佐
藤
保
志

君

③
東
海
自
動
車
株
式
会
社

渡
邉
崇
弘

君


